
と
中
園
」
(
『
中
山
八
郎
敬
授
頒
蕎
記
念
明
清
史
論
叢
』
一
九
七
七
年
一
二
月
〉

や
松
浦
章
「
明
代
海
爾
と
秀
吉
「
入
窟
大
明
」

の
情
報
」
(
『
末
永
先
生
米
蕎
記

念
献
呈
論
文
集
』
一
九
八
五
年
六
月
〉
な
ど
が
あ
る
。
本
書
が
こ
の
問
題
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
評
者
と
し
て
は
残
念
で
あ
る
。

佐
久
間
民
は
永
年
に
わ
た
り
明
代
社
舎
経
済
史
研
究
を
中
心
に
濁
自
の
分
野

を
開
拓
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
商
税
、
倉
庫
業
、
海
外
貿
易
、

陶
磁
器
業
、

茶
業
、
製
餓
業
等
や
、
本
書
に
関
係
す
る
日
中
関
係
、
倭
冠
問
題
等
で
の
研
究

の
斯
皐
に
お
け
る
先
駆
者
で
あ
る
。
佐
久
間
氏
の
一
九
八
二
年
ま
で
の
著
作
に

つ
い
て
は
『
佐
久
開
重
男
数
授
退
休
記
念
中
園
史

・
陶
磁
史
論
集
』
(
燦
原
、

一
九
八
三
年
三
月
)
掲
載
の
佐
久
間
氏
の

「著
作
目
録
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
佐
久
間
氏
の
研
究
の
多
く
は
後
皐
の
指
針
と
な
り
ま
た
今
後
も
そ
れ
は
努
わ

り
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
木
書
以
外
の
分
野
の
研
究
に
つ
い
て
も
ま
と
め

ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
5剣

i
E
+
三
七
七
頁

一
九
九
二
年
二
月
吉
川
弘
文
館

索
引
、

英
文

一
九
頁
八
、
五
O
O圏
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山
田
信
夫
著

小
図
書
田
典

P
・
ツ
ィ

l
メ

梅

村

坦

ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
集
成

森
安
孝
夫
編

庄

垣

内

正

弘

本
書
は
三
巻
か
ら
な
り
、
第
一

径
は
、

山
田
信
夫
氏
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
関
係

の
論
文
を
一
加
に
ま
と
め
た
論
集
で
あ
る
。
第
二
巻
は
、
「
世
界
中
に
散
在
し

て
い
る
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
う
ち
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
限
り

で
の
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
類
を
集
成
し
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
鱒
篤
と
誇
註
を

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
未
設
表
文
書
を
含
み
、
そ
れ
は
山
回
数

授
の
遺
稿
に
も
と
づ
く
研
究
成
果
で
あ
る
。
」
〈
第

一
巻
序
文
〉
と
い
う
。
第

三
各
は
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

-139ー

ウ
イ
グ
ル
語
文
献
の
大
半
は
傍
典
で
、
俗
文
献
、
と
り
わ
け
契
約
文
書
の
占

め
る
割
合
は
少
量
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
い
段
階
か
ら
研
究
が

進
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
内
容
の
歴
史
闘
争
等
へ
輿
え
る
影
響
の
大
き
さ
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
編
者
が
「
掲
載
文
書
先
行
研
究
一
覧
表
」
に

掲
げ
た
先
行
研
究
の
量
か
ら
も
剣
断
で
き
る
。
一

文
献
の
先
行
研
究
を
修
正
再

検
討
し
て
い
く
作
業
は
傍
典
研
究
で
は
そ
う
進
ん
で
は
い
な
い
。

い
ま
猪
、
未

設
表
の
文
献
を
解
明
し
て
い
く
段
階
に
あ
る
。

契
約
文
書
は
記
述
の
形
式
が
お
お
よ
そ
定
ま
っ

て
い
て
、

文
脈
か
ら
内
容
の

類
推
が
か
な
り
の
程
度
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
細
部
に
お
け
る
単
語
形
式
の
決

定
は
難
し
く
、
ウ
イ
グ
ル
語
研
究
の
進
展
に
伴
っ

て
必
然
的
に
修
正
を
重
ね
て
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い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
、
編
者
の
最

大
の
仕
事
は
、
「
剣
明
し
た
限
り
」
の
契
約
文
書

(
全
二
二
貼
)
を
山
田
信

夫
氏
の
遺
稿
を
基
礎
に
し
て
読
み
直
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
本
書
の
第
二
各
に

枚
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
十
八
黙
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
の
翻
誇
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
苦
努
は
大
舞
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
三
人
の
歴
史

皐
者
と
一

人
の
文
献
開
学
者
か
ら
な
る
構
成
は
こ
の
仕
事
を
成
功
さ
せ
る
の
に
好

都
合
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
ラ
ド
ロ
フ
(
巧
d
y
H
N
邑
-03
が
集
大
成
し
た
ウ
イ

グ
ル
文
書
研
究
は
、
か
れ
の
死
後
一
九
二
八
年
に
マ

ロ
l
フ

3
・H
W

・7
向色
。
る

に
よ
っ
て
編
集
・
出
版
さ
れ
た
が

(
5
.
hミ

Rr句
、
日
円
F
n
p
忌
ヨ
ミ
司

(以

下
円
、
句
、
)
)
、
故
山
田
信
夫
氏
の
成
果
を
引
き
縫
い
で
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書

を
新
し
く
集
大
成
し
た
の
は
こ
の
四
人
で
あ
る
。

こ
の
書
物
に
お
け
る
大
き
な
利
黙
は
、
第
一
径
と
第
二
各
の
中
に
ウ
イ
グ

ル

文
契
約
文
書
に
関
係
す
る
ほ
と
ん
ど
の
情
報
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
貼
で
あ
る
。

断
片
の
所
在
か
ら
関
係
研
究
に
い
た
る
ま
で
ま
こ
と
に
丁
寧
で
あ
る
。
第
三
巻

の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
鮮
明
で
役
に
立
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
第
二
巻
の
鱒
篤
テ
キ
ス

ト
と
詩
文
は
最
も
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
膨
大
な
内
容
を
短
期
間
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら

多
少
の
飲
貼
も
あ
る
。
第
二
巻
を
通
讃
し
て
気
に
な
る
の
は
注
揮
が
極
端
に
省

略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
規
に
改
訂
さ
れ
た
部
分
が
何
庭
な
の
か
帥
座
に
剣
別

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
一
巻
に
抽
開
放
さ
れ
た
山
田
信
夫
氏
の
記
述
に
は
若

干
の
編
者
註
が
補
足
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
第
二
巻
の
新
規
部
分
を
判

断
で
き
る
こ
と
も
あ
る
が
、
大
曲
涯
は
先
行
研
究
の
内
容
に
立
ち
返
っ
て
比
べ
て

み
な
け
れ
ば
解
ら
な
い
。
ま
た
、
和
謬
と
、
そ
れ
に
併
記
さ
れ
た
濁
謬
と
の
聞

に
し
ば
し
ば
内
容
の
異
な
り
が
み
ら
れ
る
の
も
気
に
な
る
。
讃
者
は
ど
ち
ら
を

信
じ
て
よ
い
の
や
ら
迷
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
試
し
に
、
第
二
巻

の
最
初
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
書
、

ω白
(

)

H

を
例
に
と
っ
て
検
討
し
て
み
た

、νω曲
C
H

こ
の
文
書
は

出
回目
HF

S

(
呂
町
出
)
を
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的

な
修
正
に
次
の
二
つ
が
あ
る
。

十
三
行
自
由
可
再
三
E

U
門戸前間
前
口
可
O
H
G
R
i
vミ
ぎ
、
丘
二
回全
開
臥
一
-
g
A吋ロ由民

十
六
行
自

E
Z
℃

07
5
t
m円
↓

rDH
S
o一口
H
E
2

こ
れ
ら
の
修
正
に
は
何
の
註
記
も
な
い
。
十
三
行
自
の
も
の
は
鉄
落
部
分
が

3
5
R
と
讃
ま
れ
た
の
を
、

g
t
g
R
に
改
め
た
。
編
者
は
、

ω
ω
ω
l
E
等

の
卒
行
例
を
参
照
し
て
正
し
く
、
こ
の
よ
う
に
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
e

十
六

行
目
の
も
の
は
、
文
字
の
上
か
ら
は
む
し
ろ

rロ
ユ
唱
と
譲
め
る
。

rε
一・
は

「
待
つ
、
面
倒
を
見
る
」
の
意
味
を
も
つ
の
で
、
文
脈
に
も
適
し
て
い
る
が
、
こ

の
形
式
は

r
E
e
か
ら
の
渓
展
形
で
、
新
ウ
イ
グ
ル
語
に
お
い
て
も
な
お

r
E-

を
保
っ
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
語
に
こ

の
設
展
形
が
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く

い
。
や
は
り

ruH・
と
讃
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

roH
ε
o
-
R吉
町
刊
を
、
和
謬
で

は
「
見
て
い
る
人

(臨
座
?
見
人
?
ど
と
し
、
濁
誇
で
は
の
田
S
E
と
な

っ
て
い
る
。
新
ウ
イ
グ
ル
語
に
は

reso-z?
で
「
保
詮
す
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
の
で
、
濁
謬
と
同
じ
く
「
保
詮
人
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

つ
ぎ
の
も
の
は
濁
誇
と
大
き
く
食
い
這
う
。

二
行
自

ミ
ヨ
『
ロ
』
'S

E
門
町
『
回
同
日H
F
自

民
間
弘
司
丹
田
町
印
白
ロ
m
ロ
ロ
ム
印

「円
¥
B
E
ρ

に
於
て
一

石
の
(
種
が
播
け
る
庚
さ
の
〉
私
の
田
地
を
、
そ
の
名

が
ア
ル
プ

u
タ
シ
ュ

u
サ
ン
グ
ン
(
な
る
者
)
〔
へ
〕
」
と
あ
る
の
を
、
濁
誇
は

こ
の
ウ
イ
グ
ル
文
を
ど
白
百
ρ
'
S
E
H
仰向ユ
u

ユH即
日
位
同
止
と

u
g加師陣ロ
m
cロ・
ρ固

と
讃
ん
で
、
-
H
ロ

凸
¥
自
可
E
A
r
R
R
-
n
y
Eロ

F
S含
Z
n
r
〈
O
ロ
H

加
問
『
・
〉
ロ

-140ー



〉
-
唱
吋
白
山

ω
g
m
cロ
:
-w
と
誇
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
註
記
が
あ
っ
て
、
邦
謬

は
出
血

E
Eロ
に
従
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
濁
誇
と
の
同
種
の
ず
れ
は

F

S
に
も
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
ウ
イ
グ
ル
語
と
し
て
は
正
常

で
な
い

が、

E
C
H
の
文
字
か
ら
は
同
仲
間
と
諌
め
る
の
で
や
は
り
和
誇
に
従
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

七
|
九
行
目
四
至
(
境
界
〉
に
糾
問
し
て
泊
ユ
-
-
-
r
X
E---
宮仲間
・・・

宮
間
同
C
H
M

・-
-
と
並
ぶ
の
を
和
誇
で
は
国
曲目
安
O

ロ
と
同
じ
く
「
北
・
-
西
・

・
南
・
・
東
・
・
」
と
誇
し
て
い
る
。

0
2
(上
流
)
を
「
北
」
』
O

含
(
下
流
)

を
「
南
」
と
す
る
の
は
山
田
信
夫
氏
の
解
鰐
に
従
っ
た
こ
と
、
濁
誇
で
は

回以
-

N
M
冊
目
叩
自
身
の
新
設
で
、
ヤ
グ
l
ト
や
サ
リ
グ
H

ウ
イ
グ
ル
語
の
言
い
方
を

根
擦
と
し
た
ん
い
同
位
を
「
南
」
S
O
仕
を
「
北
」
と
す
る
内
容
を
掲
げ
た
こ
と
が

註
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
新
設
と
い
う
の
は
、

N
ぽ
ヨ
巾
(
H
S
N
司・

ω
2
1
8
3
に
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
』
O
L
同
に
関
し
て
〉
・

2
・問。ロ
O
ロO
〈
を
か
り
て
、
ャ
ク
l
ト
の

5
2

や
サ
リ
グ
n
ウ
イ
グ
ル
語

(
サ
リ
グ
日
ヨ
グ
ル
語
)
の

A
z
r
A¥
』O
N
m
A
(
〈
ω官

官
缶
ヨ
ロ

mZ)
が
「
北
」
を
指
す
こ
と
か
ら
こ
う
解
律
し
た
。
ヤ
ク

l

ト

で
は
き
Z
(下
)
が
「
北
」
を
、

ω
O
E
E
(八
J
o
A
Rロ
)
(
上
)
が
「
南
」

を
表
し
、
サ
リ
グ
H

ウ
イ
グ
ル
語
で
は
の

g
z
(〈
20ι
同
)
(
下
〉
が
「
北
」

を、

U
3円ω
(〈

S
Z)
(上
〉
が
「
南
」
を
表
す
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
和
誇
側
編
者
の
注
穣
ど
お
り
川
の
流
れ
が
逆
に
な
る
ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン
地

方
で
は
嘗
然
、
方
角
も
逆
に
な
る
。
同
種
の
和
謬
濁
誇
の
食
い
違
い
は

F

S

に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
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修
正
テ
キ
ス
ト
を
提
出
す
る
場
合
、
ど
こ
を
ど
う
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
修
正

し
た
の
か
は
註
記
に
述
べ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
な
か
な
か
や
っ
か
い
な
仕
事

で
、
分
量
も
大
き
く
な
る
が
、
も
う
少
し
詳
し
い
注
縛
が
欲
し
か
っ
た
。

ω向

。H

に
は
上
に
示
し
た
よ
う
な
謬
註
が
存
在
す
る
。

だ
が
テ
キ
ス
ト
金
値
の
中

で
は
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
的
と
さ
え
い
え
る
。

和
謬
と
濁
誇
の
食
い
違

い

は
、
内
容
の
剣
断
を
護
者
に
委
ね
る
も
の
で
、

完
成
さ
れ
た
内
容
の
提
出
と
は

い
え
な
い
。
可
能
性
の
高
い
一
方
を
統

一
的
に
提
出
し
、
疑
問
貼
を
註
記
す
る

の
が
普
通
の
記
述
方
法
で
あ
る
。

以
下
第
二
袋
を
遁
譲
し
て
、
現
在
の
時
黙
で
、
疑
問
に
お
も
う
と
こ
ろ
を
若

干
拾
い
上
げ
て
掲
げ
て
み
た
い
。

ω
印。ω十

七
l
十
八
行
目

r
z
Z
布
陣
ロ

'
s
z
uユ
同
芯
ロ

m
g
g
司
R

A
ロ
全
ロ
『

同白山
a
A釦
苫

岡

田

4
c
r
E司
申

-NE--ω同「
ま
さ
に
こ
の
渠
に
あ
る
団
地
で
同
等
の

団
地
を
ク
ト
ル
グ

"
タ
シ
ュ
に
準
備
し
て
や
り
、
買
い
戻
す
こ
と
と
せ
よ
」
。

。
mET件

前

O
A

の
O
』
は
後
舌
母
音
系
列
の
単
語
に
後
績
す
る
小
詞
で
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
に
前
舌
母
音
系
列
の
皐
語
に
は
後
績
し
な
い
。
本
書
第
一

巻
山

田
(
口
司
-
N
S

)

は
こ
れ
を

Dm郎ロ
志

守
口
〉
o
a
と
し
、
『
ロ
を
補
っ
て
い
る
。

こ
の
補
充
形
式
は

F
S
C印1
1
5
)
・
ω曲。町
公印
1
1
5
)
・
ω曲。
叶
(

E
l
l
H
印
)

に
み
ら
れ
る

r
z
o』
口
問
問
良
部
ゲ
ロ
三
円
怠
ロ

m
g
g
「
ま
さ
に
こ
の
渠
に
面
し
、

こ
の
田
地
と
同
等
の
」
(
「
こ
の
ま
さ
に
団
地
と
同
等
の
」
)
と
卒
行
し
て
い
て

無
理
が
な
い
。
一
方
こ
の

O
A

は

D
E
「
ち
ょ
う
ど
」
と
も
諌
め
る

H
E

zzz-芯
0
5
1
:
苦
m
z
g
「
ま
さ
に
こ
の
渠
に
面
し
、
ち
ょ
う
ど

(
こ

の
〉
団
地
と
同
等
の
」
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
、
剣
断
で
き
な
い
が
註
記
を
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
九
行
目

Z
合

-141ー
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Z
寸
「
持
つ
」
の
副
動
詞
形
で
あ
る
。
Z

Z

は
、
後
に
述
べ
る
一
例
を
の

ぞ
い
て
、
す
べ
て
同
一
文
娠
で
現
れ
る
。

た
と
え
ば
こ
こ
で
は
、
r
z
r
E
H
m

Z
A
Y
』

E

E
「
g相
』

C
円
E
N
r
c
-
N
C
ロ

「
こ
の
詮
文
を
持
っ
て
、

ク
ト
ル
グ
日

夕
シ
ュ
は
損
害
を
曲家
る
な
」
(十
九
|
二
十
)。
誇
文
か
ら
は
「
詮
文
を
持
っ
た

た
め
に
損
害
を
蒙
る
こ
と
、
の
な
い
よ
う
に
」
か
「
誼
文
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
損
害
を
蒙
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
か
は
判
断
し
に
く
い
。

副
動
詞
接
鮮

品

は
主
動
詞
の
内
容
と
同
時
に
動
作
す
る
の
が
本
来
の
機
能
で
あ
っ
て
、
総

起
的
に
主
動
詞
の
内
容
に
つ
な
げ
る

も

と
若
干
機
能
が
異
な
る
が
、
契
約
文

書
に
お
い
て
は
品
と
同
種
の
副
動
詞
の
使
用
は
極
端
に
す
く
な
い
。
本
書
に

お
い
て
も
、
Z
マ
印

を
の
ぞ
い
て
は
、
百
円
白
ケ
ロ
と
ヨ
ロ昨日

E

己
だ
け
で、

残

り
は
全
て
・
唱
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
百
円
巳
ロ
は
H
L
O
H
∞
の
一
例
以
外
は

す
べ
て
助
動
詞
r
-
?
を
後
績
さ
せ
て
「
準
備
し
て
や
る
」
と
な
る
。
百
三
日
・
ロ

も
ω
回
口
¥
Y
A
E
H
に
二
例
あ
る
が
い
ず
れ
も
『
守
を
後
績
さ
せ

「
返
し
て
や

る
」
と
な
る
。

ζ
ζ
甲
の
よ
う
に
百
三
日
ー
名
r
F
も
並
存
す
る
。
一
方
、

上
の
文
脈
以
外
で
は
、
同ロナ

は

常

に

Zケロ匂

を
使
用
す
る
し
、
上
の
文
脈
も

和
語
の
も
つ
意
味
の
範
圏
で
は
門
ロ
ゲ
ロ
唱
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。

ウ
イ
グ
ル
語
併
典
で
は

宮
ゲ
回
は
「
関
し
て
」
を
意
味
す
る
、

漢
語
の

「
約
」
に
割
膝
す
る
合
同
・
拙
者
(
H
U
U
H
〉
司
・
ω
H
N
註
5
3
。
費
国
貝
文
書
に
不

自
然
な
か
た
ち
で
使
用
さ
れ
る

2

2
;
も
「
関
し
」
「
つ
い
て
」
と
誇
す
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
こ
の
誼
文
に
関
し
て
、
ク
ト
ル
グ
H

タ
シ
ュ

は
損
害
を
蒙
る
な
」
を
意
味
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
初
に
綱
れ
た
例
外
的
な
苫
寸
仰
と
い
う
の
は
、
HN
出
。
∞

の

つ
ぎ
の
文
脈
に
現
れ
る

日

叶
『
ロ
u
ユ
円
i
}
内
陣
ぷ
ロ
m
F
N
2
4
同
¥
¥
¥¥

∞
E
-
私
自
陣
ロ
ロ
ロ
曲
目
仏
己
『
己
貸
¥
¥
¥
¥

こ
の
文
の
飲
落
部
分
を
N
5百四

(
H
S
C
日

yNN由
)
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
補

っ
て
い

る。斗

r
E
可
一
H
r悶

w

山
口
m
U
Z
AWmwrHユヨ

ω
一回目

∞
r
u
一
込
目
白
ロ
ロ
ロ
∞
包
口
σ
-
Z
円

¥¥¥¥

さ
ら
に
七
行
自
に
つ
い
て
、
4
2
n
r
品
目
同
口
E
w
-
-
m
口
町
，
R
自
己
ぽ
E
口
問

看
同HO

Z
合
同

D
臥

N
E
O門司
R
R
ロ
ヘ
(司
M
M
3
と
注
四
押
し
て
い
る。

こ
の
註
記
に
あ

る

z
r曲
は

閉
山
田
包
|
叶

と
冨
H
N
N
|
∞
と
に
現
れ
る
。

『
戸
三
H
a
z
u
間口何
回N
Z
A
W
哨
回
笠
岡
回
目

白一
回目

}内町一N
郎
日
間
口
芯
自
身

r
z
A
a
同
ゲ
己
E
H
g
山
口
(何
回
目
品
l
|坦
)

σ
ロ
σ
O
H
-
z
-
宮

山口
m
E
Z
A
V
E
r
F
コ
ヨ
印
ロ
ヨ

E
-
N臥

B
Z
B
U
同
門
E
E
B
E
(冨
-
NN
印

i
1
3

こ
の
二
文
の
内
容
は

河
田

g
の
も
の
と
卒
行
し
、
本
書
で
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
和
-
誇
さ
れ
て
い
る

け
「こ
の
白
地
に
、
刈
株
回
(
の
ま
ま
?
〉
保
持
し
て
租

税
が
か
か
っ

て
来
れ
ば
、
私
テ
ミ
ュ
ル
H
e

フ
カ
が
関
知
す
る

m
l責
任
を
も
っ

て
負
揺
す
る
)。」

Q
・
4
3
「
こ
の
ブ
ド
ウ
園
に
、
刈
株
田
と
し
て
保
持
し
て
、

租
税
が
か
か
っ
て
く
れ
ば
、
私
ミ
シ
ル
が
関
知
す
る
。
」(司・
5
3
0
2
4
哨
曲
は

「
保
持
し
て
」
と
謬
さ
れ
て
い
る
が
、

直
謬
で
は

「
保
持
す
れ
ば
」
と
な
り
、

つ
ぎ
の

「
租
税
が
か
か
っ
て
く
れ
ば
」
と
並
列
と
な
る
。
ド
イ
ツ
語
誇
も
だ
い

た
い
和
誇
の
内
容
に
近
い
。
た
と
え
ば
初
出
呂
で
は
-
R
d
『
gロ
江
戸
E
同

ι
-
2
2
Hl
s
丘
〆
ロ
m
FN
Y
色丹
0

・
君
。
ロ
ロ

ω
z
c
R
ロ

己
ロ
門
同
〉
σ
同
白
r
o
ロ
O
H
Y
o
r
巾
ロ

者
向
仏
2
r
σ
E
r
r
-
吋
問
自
由
円
切
C
A
P
〈

O
B
Ed〈
O
円同町口
y
-
--w
(同y斗品
川〉
・

い
ず
れ
も
鱒
骨持
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
語
の
内
容
と
し
っ
く
り
い
か
な
い
。
こ

の

zrω
，S
は
匂
旬
、
.
N
H
向
日
開
(
H
8
3
そ
し
て
本
書
に
お
い
て
も
Z
?
に

・師同

(
篠
件
〉
の
附
い
た
形
式
と
し
て
讃
ま
れ
て
き
た
。
た
だ
、
山
因
。
〈

-142ー
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ヲ
ロ
。
・
戸
斗
〉
は

E
A
W
S
と
は
讃
め
な
い
と
し
て
、
件
。
企
中
口
「
肥
え
ば
、
持

ち
に
」
と
讃
ん
だ
。

寅
は

Z
仏N
同
も
門
OLA田
口
も
正
し
く
な
い
。
こ
の
卑
語
は
河
出

g
と
同

じ
く

Z
合
と
讃
む
べ
き
で
あ
る
。
吋
宅
問
)

N

E
w

あ
る
い
は
、
吋
巧
匂
」
と
綴
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
吋
当
り
」
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い

う
の
は
、
同
じ
字
形
が
本
書
の
別
の
断
片
に
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
F
0
5

の
四
行
目
苫
口
四
位
・
同
「
初
め
に
」
の
品
品
は

Z
ι
S
の
仏

E
の
部
分
と
同

二
子
形
を
呈
し
て
い
る
。
結
局

E
合
同
は

Z
E
で
あ
っ
て
、
何
回

g
と
同

一
様
文
と
な
る
。
す
な
わ
ち
何
回

8
・
宮
FNN
の

Z
仏
S
は

Z
E
と
修
正

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
山
田

g
も
含
め
て
こ
の

Z
す
に
は
つ
ぎ
の
よ
う

に

「関
し
て
」
「
つ
い
て
」
の
誇
語
を
奥
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ゲ

巨

可
回同

'r即
ぽ
ロ

m
-
N
Z
4・曲

rHHFB
曲
}
回
目

日
同
開
]
私
自
吉
再
出
自
民
H
r
z・目
Z
Z
V
H
g郎
ロ
(
岡
山
国
自
由
|
坦
)

「
こ
の
団
地
に
お
い
て
、
刈
株
回
に
関
し
て
租
税
が
か
か
っ
て
来
れ
ば
、

私
テ

ム
ル
日
プ
カ
が
関
知
す
る
」

σ戸
ゲ

DH-ZAム
mw

出口
m
M
N
Z仏・白

rF門
戸
自
由
]
同
日

E
-
N民
自
陣
ロ
ヨ
同
師同門

E
C
H
B
E
(Z
F
N旧
日

l
d

「
こ
の
ブ
ド
ウ
園
に
お
い
て
、
刈
株
田
に
関
し
て
租
税
が
か
か
っ
て
く
れ
ば
、

私
ミ
シ
ル
が
関
知
す
る
」
。

二
十
行
白
雪
S
A邑
弘
吉

血
縁
知
人
に
関
す
る
名
稽
の
明
確
な
意
味
づ
け
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
日
ミ
・

E
『
自
民
"
』
包
払
な
ど
が
現
れ
て
そ
の
関
係
は
容
易
に
理
解

し
に
く
い
。
た
だ
、
宮
』
邑
由
加
を
常
に
「
家
族
、
親
類
」
と
謬
し
、
異
な
っ

た
二
つ
の
概
念
と
し
て
並
列
さ
れ
、
習
を
「
家
族
」
と
し
て
い
る
が
、
「
消
費

貸
借
文
書
」
に
し
ば
し
ば
現
れ
る

mzsr己
貸
と
ど
う
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

門出色印刷

の
み
の
表
現
も
あ
る
が
そ
こ
で
は

「
家
族
」
は
含
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う

か。

A
同
は
の
白
『
巳
ロ

(H8
3
の
記
述
以
来
、
漢
語
「
家
」
の
借
用
語
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
A
白
ι白
舶
は
官
に
共
同
鐙
を
表
す
a

仏
国
加
の
附
い
た
形
式

で
あ
る
。
包
が
皐
濁
で
現
れ
る
例
は
契
約
文
書
に
も
み
ら
れ
な
い
の
で
、
官

官
仏
印
刷
は
二
詞

一
語
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ウ

イ
グ
ル
文
献
で
は
包

』
包
印
刷

が

官

官
仏印刷

と

一
語
に
綴
ら
れ
る
例
も
み
ら

れ
る

(
当
常
ロ
宮
町
∞
∞
行
目
〉
よ
う
に
爾
者
の
結
合
は
堅
い
。
一
方
漢
文
と
の

卒
行
文
献
で
も
官
官
仏
印
刷
は
漢
語

一
語
に
封
勝
す
る
日
〈
・
・
・白
E
C
V
A即
日
間

宮
島
印
刷
円
「
(
爾
時
質
多
羅
長
者
病
苦
)
。

諸
親
(
園
透
)
。
」
〈
捌
著

(H
SS
署
-

HωωHω
品
)
、
官
民
』
包
印
刷
同
は
「
親
」

(
親
類
)
に
蛍
た
る
。
二
詞
一
語
は
し

ば
し
ば
類
似
内
容
の
単
語
を
併
記
し
て
誇
述
さ
れ
る
が
、
ま
と
ま

っ
た

一
内

容
を
指
す
の
が
常
で
あ
る
・

不

-
r
B
E
r
-
-
苫
E
A
富
山
Z
u己
2
r
H
N
BmE

「用
明
利
放
」

(
用
が
明
利
の
故
に
〉
(拙
著

C
S
N
)
句
・
8
3。
や
は
り
、

官
官
含
加
に
は
、
皐
濁
で
現
れ
た
門
官
岳
山

と
同

一
誇
語
を
輿
え
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。

-143ー

ω
ω
M
∞
 

十
七
行
自
主
ヨ
の

E
S
E
-
ω
r
o
Z
H
U
と
二
十
二

l
二
十
三
行
目
即位
g
F
E
m
M

E
r
Hハ』
Oユロ可

ro-NEロ
に
削
到
し
て
、
円
、
旬
、
公
司
〉
で
は
先
の
も
の
を

E
B

E
S
(ヨ
〉
釦
『
o-
c司
後
の
も
の
を

2
5
-
Z
E
2
E
r
r
B
G
Oユ
CA
句
o
ug

と
縛
潟
さ
れ
て
い
る
。
山
田
(
〈
同
署
-Hミ
1
5
3
は

E
gEg
E
B
B-位

r
o
Z司
「
誰
が
誰
ぞ
と
て」

r
g
F『口氏

E
r
r
p
A
O『
-s
r
o
一-NEロ
「争
者

(
の
)
人
名
饗
損
わ
れ
る
も
の
た
る
べ
し
」
と
す
る
。

山
田
の
在
日

ag
の

'g
は
円
、句、

に
お
け
る
マ
ロ
l
フ
の
修
正
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
(
え
・
山
田
〈
同
司
・

8
3、
質
際
に
は
編
者
の
ご
と
く
の
と
誤
め
る
。
ま
た
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門
旬
、

以
来
の

rE
を
編
者
は
穴
と
読
ん
だ
。

こ
の
の
と
穴
に
は
ど
ん
な
一
意

味
も
輿
え
ら
れ
て
い
な
い。

編
者
の
穴
は
筆
者
に
は
や
は
り
、
同
ハ
巧

と
文
字

縛
穏
で
き
る
。
こ
れ
を
何
日
と
讃
み
、

漢
語
の
「
危
」
(
中
古
漢
語
音

ロ
m
2
3

の
一
音
篤
形
式
と
考
え
た
い
合
同・
拙
論

(H8
3
3
3
1三
〉
。
編
者
は
A
D
己
E
『

に
「
損
害
」
を
嘗
て
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
「
危
」
が
か
ぶ
さ
っ
て
い
て
不
思

議
で
は
な
い
一

r
B
F
E
r
r
-k
m
E
A白
ユ
ミ

ro-E
ロ
「
争
議
を
起
こ
す
人

達
が
危
害
を
蒙
れ
」。

ま
た
、
の

は
蒙
古
語
の
強
調
小
詞

Q
5
と
関
連
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
?
円
同
}
向
。
ロ
口
E

.
毛
r
o
m〈向、(円、

g
巴
口
問
句
-
N
O
ω
)
・

二
十
一
行
目
宮
』
E
Z可
思
口
問

F
E
r
-
r
百
円
主

E
r昨
日司
「こ
の
タ
ト
ル

グ
に
等
し
い
者
二
人
を
準
備
し
て
や
り
」
お
よ
び

ω白
留
の
十
七
行
目

z

r
r
g間
停

-
r
E
r
-
-
u
「こ
の
人
物
と
等
し
い
者
二
人
を
輿
え
た
上
」
の

二
文
に
み
ら
れ
る
芯
口
問

の
位
置
に
は
普
通
は
忌
ロ
mz
g
が
入
り
「

・・

と

同
等
の」

と
い
う
内
容
を
表
す
。

一
方
広
口
聞
は
契
約
文
書
で
は
ふ
つ
う
包
括

巳
民
「
等
分
」
芯
口問

Z
N
「
卒
等
」
の
よ
う
な
熟
語
を
の
ぞ
い
て
は
、
動
詞
の

前
に
立
っ
て
副
詞
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
芯
ロ
m
z
g
は
「
ご
と
く
」
と

も
謬
せ
る
単
語
で
あ
っ

て、

g
m
と
も
交
換
で
き
る
。

F
N
U
は
素
直
に
門
前
聞

と
讃
め
る
。

ω釦
N
∞
も
篤
岡
県
を
み
る
か
ぎ
り
で
は

S
m
と
も
読
め
る
。
上
掲
二

文
の

仲間ロ
聞
を

S
m
と
読
み
、
「
こ
の
ク
ト
ル
グ
の
ご
と
き
二
人
の
人
を
・

-」

「こ

の
人
物
の
ご
と
き
二
人
の
人
を
」
と
し
た
方
が
文
法
的
に
は
す
っ
き
り
す

る。
H
W
H
O
N
 

九
|
十
二
行
目
『
ロ
ヨ
H
B
S
EN
SH
2
3

5

5
F
U
m
Z自
由
吉
工
符
・
巳
昼

間

O
ロ
m
g苫
岱
ロ
E
可
宮
ユ
『
位
ロ
口
司

E
B
E
g
s
-陣
『
o-ロ司

g
g
r
zs

s巴
同
同
長
官
ロ
-
R
「こ
の
土
地
に
於
て
、
私
た
ち
ト
ル
チ
・
ヨ
ル
チ

・
イ
ル
チ
三

人
兄
弟
の
子
孫
が
こ
れ
か
ら
出
て
来
て
(
そ
れ
が
)
誰
で
あ
っ
て
も
争
議
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
」

と
く
に
誇
出
に
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
ウ
イ
グ
ル
文
法
に
素
直

に

「
こ
の
土
地
に
於
て
、
私
た
ち
ト
ル
チ
・
ヨ
ル
チ

・
イ
ル
チ
三
人
兄
弟
の
な

か
か
ら
今
後
子
孫
が
出
て
来
て
、
(
そ
の
)
誰
で
あ
っ
て
も
昏
議
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
。
」
と
し
た
方
が
す
っ
き
り
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

何
回
包

三
行
目

g
r
E
l
g
E
Z
H問
可
冨
己
g
Zム
恒
三
円

三

「
ト
キ
ュ
ズ
に
あ
る

主

殺

(
H小
褒
〉
作
付
用
の
団
地」。

g
ュB
2・官
は
先
行
研
究

N
5
5
(HU∞O
司-
N
ω
N
〉
の
形
式
を
踏
襲
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
形
式
は
明
ら
か
に

g
ユ
5
2
・S
の
誤
認
で
あ

る
。
内
容
も
こ
の
方
が

「
作
付
用
」
と
よ
く
適
合
す
る
。
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何
回

忌
十
二
行
自
の
円
四
二

(
S悶己
)
は
、
語
葉
集

(
匂-
N
∞
坦
〉
で
は
「
な
い
」

aznyH

〈
R
Eロ仏

g
vと
意
味
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
"
依
存

Z
H同H'
S
E
-
F

S

S山
仲
間
二
『
o
Z
R
「こ

の
ロ
パ
が
往
復
す
る
際
に
い
な
く
な
れ
ば
、」

の
ご

と
く
、

g
仰
と
と
も
に
「
い
な
く
(な
れ
ば
〉
」

と
羽
辞
さ
れ
て
い
る。

岡山田
区

な
ど
の

u
B
A
r
o
F
R
「
い
な
く
な
れ
ば
」
と
文
脈
が
卒
行
す
る
の
で
そ
う
誇

出
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い。

S
刷
は

「
外
、
他
」
を
意
味
す
る
。
広
間
二
は
現

代
ト
ル

コ
玉
聞
で
は

e
E-の
ご
と
く
第
二
母
音
に
F

が
立
つ
が
、
中
央
ア
ジ
ア

古
文
献
で
は
、
カ
l
シ
ュ
ガ
リ
ー
や
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ふ
つ

う
は
、
門
広
三
の
ご
と
く
位
、が
立
つ
。
カ
l
シ
ュ

ガ
リ
ー
で
は
こ
れ
を
オ
グ
ズ

方
言
と
し
、

J
4
0昨
日

0
.

の
意
味
を
も

っ
ハ
ロ

g
E
R
旬
・
8
3。
ト
ル

コ
語



円
凶
品
目
-
も
「
・
・
で
な
い
」
が
基
本
的
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が

骨
収
-
と
同
じ
芯
関
口
な
ら
、
富
山
怠
間
二
は

「
他
(
外
)
で
な
い
」
と
い
う

の
が
チ
ュ
ル
グ
語
と
し
て
は
無
理
の
な
い
内
容
で
あ
る
。
ト
ル
コ
語
の
舟
町
二

は

Smc-
の
稜
展
形
で
あ
っ
て
第
二
母
音
の

F

は
進
行
同
化
に
よ
っ
て
非
国
唇

化
し
た
。
逆
に
、
新
ウ
イ
グ
ル
語
で
は

g
m己
の
ご
と
く
第
一
母
音
が
逆
行

同
化
に
よ
っ
て
園
唇
化
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
語
に
ト
ル
コ
語
と
同
じ
形
式
が
存
在

し
た
可
能
性
は
薄
い
。
一
方
、
新
ウ
イ
グ
ル
語
に
は
広
間
二
と
い
う
形
式
が
あ

っ
て
、
「
・
・
に
属
す
る
」
「
・
・
に
鏑
す
る
」
(漢
維
詞
典
司
・
怠
斗
〉

を
意

味
す
る
。
芯
四
目
「
至
る
」
に
名
調
接
尾
僻
'
二

の
附
い
た
も
の
で
、
同
様
の
形

式
が
ウ
イ
グ
ル
語
に
存
在
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

何
回
忌
の
お
ニ

は
む

し
ろ
こ
の
新
ウ
イ
グ
ル
語
形
式
と
同
根
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

・
d
g
r

g
H
H円B
E
E
F
-
S
H印刷再開一
-
g
r
R
「
こ
の
ロ
パ
が
往
復
す
る
際
に
他
へ
属

す
る
も
の
と
な
る
な
ら
、」。

ち
な
み
に
、
二
行
目
の

己
宮
ロ
ム
白
ゲ
R

E
d
gr
を
山
因
。
〈
目
y
H
2)

に
し
た
が
っ
て
「
長
行
用
荷
駄
ロ
パ
」
と
正
し
く
誇
し
て
い
る
が
、
新
ウ
イ
グ

ル
語
に
も

E
Cロ
ヨ
『
Em皆
目
ωr
「
長
飽
」
(漢
維
詞
典
唱
・

8
6
が
あ
っ
て
、

そ
の
参
考
と
な
る
。
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何
回
エ

三
行
目
と
五
行
目
仲
田
Hr削
ロ
に
つ
い
て
誇
註
が
施
さ
れ
て
い
る

u

「同開
Hr間口日

ま
.
す
己
・
印
1
|
∞
の
同
町
長
官
と
'
は

何
回

H
P
H
-
印
の
件
前
同
r阻
止
・

と
全
く
同

じ
文
脈
で
、
い
ず
れ
も
「
賃
借
り
す
る
」
の
意
に
相
違
な
い
。
従
っ
て

同
師
長
官

は
「
賃
借
料
附
き
で
」
と
考
え
ら
れ
、
同
・
ω
の
広
島
問
ロ
も
こ
れ
と
同
じ
も
の

と
み
な
せ
る
。

・
・
と
こ
ろ
が
、
マ
ロ
l
フ
以
来
、
こ
の
「
ω
の
芯
円
r
E
を

包
括
阻
ロ
ハ
モ
ン
ゴ
ル
語
、
サ
リ
グ
u
ウ
イ
グ
ル
語
で
「
車
、
荷
車
」
)
と
讃
み
、

S
H
m
E
邑
で
「
荷
車
用
の
牛
」
と
す
る
設
が
視
強
く
あ
る
(
え
-
d岡山口・司・

区
台
。
S
H
F
E
R
o--
司
-
S汗
何
回
)・司・

2
ち)。

・
・
」
。
し
か
し
第
一
容
の

山
因
。
〈
唱
・

8
3
で
は
す
で
に

s
a
E
を
「
借
料
(
っ
き
)
に
て
」
と
-
認

し
、
そ
の
註
守
・
8
3
で
マ
ロ
l
フ
設
を
批
判
し
て
い
る
。
編
者
は
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
燭
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

円、。
H

∞
九
行
自
己
在
日

r
E
p
s
r
E
ue
同H'B臥
ロ
「
そ
の
日
頃
に
や
ら
な
か
っ
た

作
り
」
。在

日

は
本
来
「
だ
れ
」
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
意
味
減
張
し
た
形
式
と
考
え

て
、
こ
の
よ
う
に
謬
出
さ
れ
た
も
の
と
思
え
る
。
語
文
に
問
題
は
な
い
が
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
か
ら
こ
の

E
B
は

r郎
自
と
譲
め
る
。

E
B
と
讃
ん
で
、
こ

れ
を
新
ウ
イ
グ
ル
語

E
B
「時
候
」
(
漢
維
詞
典

MM・
8
3、
蒙
古
語

rmB

‘
B
3
2
5
0ご
5
0・
Z
H
g
w
ハド
巾印刷一
ロm
M
V

・
8
3
と
同
根
語
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
新
ウ
イ
グ
ル
語
で
は
ロ

E
5・RU
は

「
そ
の
頃
に
」
を
あ
ら
わ
す
。

五
|
六
行
目

。ロ

申]合

uB加-同『混同同
HMFU言明
]
同
『
』
主
ロ
ロ

E
K
'ロ
-
F
E

r-円
三
島
E

「
十
六
歳

(
か
ら
〉
二
十
歳
の
婦
人
を
二
(
人
な
い
し
)
一
(人〉

用
意
し
て
、
」
。

「
十
六
歳
(
か
ら
〉

二
十
歳
の
」
の
意
味
で

o
ロ
色
合
凶
面
白
々
可
間
同
B
H

UB白
々
は
不
自
然
な
ウ
イ
グ
ル
語
で
あ
る。

認
可
。
∞
の
十
七
|
十
九
行
自
に

類
似
の
表
現
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
も
っ
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
二
uZN

苫
郎
自
己
ロ
包
ロ
ロ
可
明
言
F
苫
山
'
ロ
ロ
出
国
毘
ロ

OHLEロ
陣
門
前
Z
F
-
E
脅
与
払

「
三
十
歳
以
下
二
十
歳
以
上
の
聞
に
あ
る
(
年
齢
の
)
男
女
ニ
(
人
の
〉
奴

隷
」。
山
田
(
〈
官
-
N
N
)

の
「
十
六
歳
の
、
二
十
歳
の
」
を
修
正
し
た
理
由
は

何
な
の
か
?

-145ー
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〉
仏
包

囲
|
五
行
目
白
ロ
門
ロ
ロ
刷
E
r
A
と
自
民
1
S
「
そ
れ
か
ら
は
お
と
な
し
く
し
て
」

は
、
門
誌
、

3
3
の

曲
目
仏
間
口
印
。
ロ
四
A
t
H
H
H目

rm
に制
到
す
る
山
田
(
〈
同
司
・

8
3

の
修
正
に
し
た
が
っ
て
、
こ
う
縛
官
持
し
て
誇
出
し
た
。
修
正
前
の
ウ
イ
グ
ル
文

は
「
そ
れ
か
ら
後
は
(
そ
こ
に
)
住
む
の
で
」
と
誇
せ
る
。
文
脈
か
ら
み
て
、

修
正
前
の
形
式
が
不
適
嘗
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
、
編
者
は
こ
の
断
片
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
潟
県
も
み
て
い
な
い
と
い
う。

d
〈同)。ω

三
行
目
と
四
行
自
の

g
丘
同
(
J
S
E
r
「
同
阻
止
国
(
吋
〉
祷
」
の

S
L同
は
蒙

古
語
の
仏
阻
止
同
「
粧
絞
」
(
戸
巾
g
u
m
司
-
N
ω
ω
)
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
四

行
目

g
r
m巳
A
J
S
E
r
「
zr~山口
}
A
J
袴
」
の
門
出
志
位
片
は
ウ
イ
グ
ル

語

B
r
「毛、

細
毛
」
ふ
口
}
内
(縮
小
表
一
不
)
を
表
し
、
「
毛
の
樗
」
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は

Z
E
Z
「
毛
の
あ
る
」
と
誤
み
、
-
の
誤
字
と

考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

4
〈同)。町

五
行
目

M
L
E
A
ミ
・
白
(
人
名
)
は
文
字
か
ら
は
む
し
ろ
山
口
問
』
ミ
同
と
諌

め
る
。ま

た
、
二
十
一
|
二
十
二
行
自
の

g司・
2
ヨ
ロ
m
z
e
r
「
ま
た
法
に
従
い
、

し
き
た
り
(
?
)
ど
お
り
に
、
」
の

S
司
と
百
ロ
m
F
の
各
第
一
母
雪
印
は
ど

う
し
て
も
三
と
讃
め
る
。

1℃
E
E
1
Z
E
E
E
「
糸
、
針
の
ご
と
き
」

(些

細
な
)
か
0
・
た
だ
し
、
三
口
m
E
は
常
に
は
三
口
間
口
問
と
表
現
さ
れ
る
。
ち

な
み
に
、
人
名
に
針
す
る
カ
ナ
表
記
で
、

J

円
?
と
円
と
を
同
じ
く
「
イ
」
と

積
ん
で
い
る
が
、
前
者
を
「
イ
イ
」
ま
た
は
「
イ
ィ
」
後
者
を
「
イ
」
と
す
ベ

き
で
は
な
か
っ
た
か
?

Y
向
F
O
N

十
一
ー
ー
十
二
行
目

g
E
o
Z
N
宮

Z
5・ロ
g
m
z
m
E
rm
r
『白
H

Z
U

「私

オ
ト
ゥ
ズ
は
「
私
の
男
奴
隷
は
、
い
か
に
し
て
も

(私
の
も
の
で
〉
あ
る
」
と

い
っ

て
、」、

十
四

十
五
行
目
白
山
口
ぢ
可
U
amO可
g
s
z
m
r田口
mE口
出ロ
m

忌
間
口

祖母
師陣H
rR

C
MM
「
私
ト
イ

ン
チ
ョ
グ
は
「
私
の
女
奴
隷
は
、
い
か
に
し

て
も
(
私
の
も
の
で
)
あ
る
」
と
い

っ
て
、L
。

ウ
イ
グ

ル
交
を
こ
の
よ
う
に
讃
む
の
は
む
ず
か

し
い
。
「
私
オ
ト
ゥ
ズ
は

「
私
の
男
奴
隷
に
は
、
何
か
が
あ
る
」
と
い
っ
て
、
」
「
私
ト
イ
ン
チ
ョ
グ
は
「
私

の
女
奴
隷
に
は
、
何
か
が
あ
る
」
と
い
っ
て
、」
と
讃
む
の
が
自
然
で
あ
る
。

ロ
入[日出
品

八
行
目

。
日、
一
白
出
向
日
「
私
の
息
子」

に
つ
い
て
、

「u
d『
M
内

F
W
H
N
J
町
宮

と
書
か

れ
て
い
る
が
、
-
H
N
a

は

-
Z・
の
誤
り
と
み
な
せ
る
。
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
註
が

附
い
て
い
る
。
明
ら
か
に
・
同
s

と
讃
め
る
の
で
、
同
じ
内
容
で
。
ュ
(】)民
間ヨ

と
讃
む
方
が
無
理
が
な
い。

-146ー

以
上
第
二
巻
の
ウ
イ
グ
ル
文
テ
キ
ス
ト
と
誇
文
に
関
し
て
、

疑
問
に
お
も
っ

た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
。
編
者
ら
に
と
っ
て
は
、
筆
者
の
意
見
に
同
意
し
が

た
い
黙
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
明
ら
か
に
誤
謬
と
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

古
文
献
の
テ
キ
ス
ト
・
エ
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
決
定
版
と
い
う
の
は
な
い
。
常
に

疑
問
貼
を
残
し
な
が
ら
結
論
を
提
出
す
る
。
そ
の
疑
問
や
跨
踏
は
註
に
お
い
て
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記
さ
れ
る
。
今
回
提
出
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
っ
て
、
疑
問
黙
の
多
く
は
過
去
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内

容
は
お
そ
ら
く
本
書
第
二
容
の
一
九
四
頁
以
降
の
参
考
・
引
用
文
献
欄
に
ま
と

め
ら
れ
た
文
献
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
、
議
者
が
こ
れ
を

辿
っ
て
各
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
持
つ
疑
問
と
符
合
す
る
か
否
か
を
探
り
嘗
て
る

の
は
至
難
の
技
で
あ
る
。
や
は
り
簡
単
で
も
よ
い
か
ら
テ
キ
ス
ト
毎
の
註
記
が

欲
し
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
参
考

・
引
用
が
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
の
内
容
に
関
係
し
て
い
る
の

か
、
筆
者
に
は
な
か
な
か
剣
断
で
き
な
い
。

試
し
に
参
考
・
引
用
文
獄
中
か
ら

冨

OHぞ
S
F
ω
ω
r
E一
の

E
と
自
の
内
容
を
テ
キ
ス
ト
に
照
ら
し
て
み
る
。

こ
の

E
・

日

は

森
安

(
H
2
3
で

r
E
Z
F
E
5
と
い
う
皐
語
が
「
市
場
」

を
意
味
す
る
こ
と
を
論
じ
た
部
分
で
あ
る
。

E
-
E
は

F

8・
F

2・
F
8
・

r
g
-
F
2・
r
s
-
ω
乙
∞

-
F
N
H
-
F
N
N
-
F
N由
の
欄
に
現
れ
る
。
こ

の
内
「
市
場
」
を
意
味
す
る
在
丘
ロ
¥
宮
島
吉
と
い
う
皐
語
の
現
れ
る
の
は

F

8
・
ω曲。
AFω
曲
。
∞

-ωmwO叶
で
あ
る
。

ω曲。∞・

ω曲
。
叶
に
つ
い
て
は
確
か
に

宮

O
H
J
S
F
r
r
r
-
-
E
に
お
い
て
そ
れ
ら
か
ら

r笹
口
の
現
れ
る
文
章
の
一

部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ω釦
(
)
ω

・
ω同
定
に
は
こ
の
]内片
品
目
ロ
が
出
て
来
る
が
、

そ
の
こ
と
だ
け
で
参
考
文
献
に
冨
a
f
S
F
Err--
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か

?

r

g
と

F
S
に
も

r
Eロ
は
現
れ
る
が
こ
の

二
つ
は
「
市

場
」
で
は
な
く
「
西
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て

ωωrr巳
の
内
容
と
は
か
み

合
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
引
用
も
な
く
、

r
E
5
も
現
れ
な
い

F

5・
F
NF

F
N
N
.
F
N由
に
濁
し
て
は
ど
の
部
分
、
が
参
照
箇
所
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

筆

者
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
一
見
親
切
そ
う
に
み
え
る
こ
の
大
量
の
引
用

・

参
考
文
献
の
表
は
か
え
っ
て
讃
者
を
ま
ど
わ
す
可
能
性
も
あ
る
。
も
う
す
こ
し

讃
者
の
立
場
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
に
関
す
る
歴
史
皐
的
解
稗
や
、
文
書
の
形
式
に
つ

い

て
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
本
書
に
お
い
て
新
た
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
山
田
信
夫
、

護
雅
夫
氏
ら
の
研
究
を
引
き
縫
い
で

L
・
ク
ヲ
l
ク

(Q
R
r
H
U叶
印
)
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

ダ
ラ
l
ク
の
研

究
は
、
現
在
で
は
多
く
の
貼
で
書
き
換
え
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
な
お
総
合

的
内
容
を
も

っ
た
優
れ
た
解
読
書
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
第
一
巻
で
山

田
信
夫
氏
の
論
文
が
一
括
掲
載
さ
れ
、

編
者
註
が
附
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
ウ
イ

グ
ル
文
契
約
文
書
全
盛
の
あ
り
方
を
知
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
。
だ
が
、
本
書

が
ウ
イ
グ
ル
文
書
研
究
に
お
い
て
最
も
貢
献
す
る
部
分
は
、
や
は
り
第
二
巻
の

縛
篤
テ
キ
ス
ト
と
誇
文
の
提
出
と
に
あ
る
。

山
田
信
夫
氏
の
集
大
成
の
過
程
を
引
き
縫
ぎ
、
ウ
イ
グ
ル
皐
の
最
新
の
情
報

を
投
入
し
、
入
手
し
う
る
か
ぎ
り
の
契
約
文
書
を
扱
わ
れ
た
編
者
の
功
績
は
大

き
い
。
し
か
し
、
か
り
に
欲
を
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、

編
者
は
も
う
す

こ
し
時
開
を
か
け
て
本
書
を
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
も
し
、

上
で
述
べ

た
よ
う
な
註
記
の
不
足
や
、
和
謬
と
濁
誇
の
食
い
蓬
い
、
さ
ら
に
先
行
研
究
の

内
容
紹
介
の
割
愛
な
ど
に
、
手
持
ち
の
時
聞
が
関
係
し
て
い
た
と
す
れ
ば
多
少

残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、

本
書
が
今
後
の
ウ
イ
グ

ル
準
、
中
央
ア
ジ
ア
皐
に
庚
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
は
疑
う
徐
地
が
な
い
。
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安

志

藤

朗

十
三
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
至
る
イ
ラ
ン
史
は
、
そ
の
研
究
史
上
、

お
よ
そ

二
つ
の
観
黙
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
か
に
み
え
る
。
一
つ
は
十
三
世
紀
の
モ
ン

ゴ
ル
の
侵
攻
を
起
貼
と
し
、

そ
れ
以
降
ト
ル
コ
・

モ
ン
ゴ
ル
的
な
諸
要
素、
が
イ

ス
ラ
ム
の
枠
組
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
保
持
さ
れ
、
あ
る
い
は
幾
容
し

た
か
と
い
う
、
時
閲
の
流
れ
に
沿
っ
て
追
究
し
て
い
く
見
方
で
あ
り
、
い
ま

一

つ
は
、
十
六
世
紀
初
頭
の
十
二
イ

マ
1
ム
・
シ
l
ア
波
を
標
傍
す
る
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
l
靭
の
成
立
は
、

如
何
な
る
歴
史
的
諸
要
因
が
ど
う
関
係
し
作
用
し
た
結
果

な
の
か
と
い
う、

い
わ
ば
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
靭
前
史
と
し
て
の
見
方
で
あ
る
。
二

つ
の
槻
貼
共
に
、
宗
敬
、
政
治
、
佐
倉
、
経
済
、

軍
事
等
あ
ら
ゆ
る
テ
1
7
を

包
括
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
事
象
も
、
い
ず
れ
の
観
貼
を
と
る
か
で
、
あ

た
か
も
プ
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
、
微
妙
な
印
象
の
違
い
を
示
す
。

十
三
・
十
四
世
紀
の
北
西
イ
ラ

ン
は
、
諸
イ
ル

・ハ

ン
た
ち
、
チ
ョ
パ

γ
系

ア
ミ
l
ル
た
ち
、
ジ

ャ
ラ
イ
ル
朝
等
モ
ン
ゴ
ル
系
政
治
権
力
が
浮
沈
を
繰
り
返

す
一
方
、
諸
々
の
イ
ス

ラ
ム
紳
秘
主
義
数
園
が
、
蛍
時
の
宗
数
的
メ
ン
タ
リ
テ

ィ
ー
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
生
成
し
活
動
し
た
。
サ
フ
ィ

l
⑪
阻
止

白

E
Z

ハ
一
三
三
四
年
波
〉
を
初
代
の
激
闘
指
導
者
シ
ャ
イ
フ
と
す
る
ア
ル
ダ
ピ

l
ル

の
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
数
回
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
後
の
サ
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